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1

【
第
一
号
議
案
】

二
〇
〇
八
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

　

財
政
報
告
に
つ
い
て
、
財
政

調
整
資
金
積
立
金
と
役
員
・
書

記
活
動
及
び
退
職
保
証
資
金

積
立
金
の
計
算
誤
り
の
説
明

（
２
０
０
９
年
度
６
月
に
修
正

済
）
が
あ
り
ま
し
た
。

【
第
二
号
議
案
】

二
〇
〇
九
年
度
運
動
方
針

時
差
出
勤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
○
○
○　

代
議
員
（
南
光
）

　

中
部
支
部

で
５
時
間
時

差
に
つ
い
て

協
約
を
結
ん

だ
の
か
。
当
支
部
で
も
時
差
出

勤
を
導
入
さ
れ
そ
う
な
の
だ

が
、
当
局
が
話
し
合
い
す
ら
す

る
気
が
な
い
。
過
去
の
経
緯
や

文
書
が
あ
る
は
ず
と
言
っ
て

も
、
病
院
当
局
は
「
自
分
は
知

ら
な
い
」
と
言
っ
て
と
り
つ
く

島
も
な
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

開
院
と
同

時
期
に
５
時

間
差
出
勤
が

導
入
さ
れ
た
。

病
床
数
を
制
限
し
た
り
し
て
い

る
が
電
子
カ
ル
テ
導
入
も
あ
り

大
変
。
４
―
４
体
制
で
ス
タ
ー

ト
す
る
は
ず
が
３
―
３
体
制
に

な
っ
て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
大
東
）

　

現
在
は
夕
食

介
助
の
た
め
に

２
時
間
の
時
差

出
勤
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
３
時
間
に
な
る

予
定
。
支
部
組
合
員
の
中
に
不

満
も
あ
る
と
思
う
が
表
に
出
さ

な
い
で
い
る
。
ま
と
ま
り
が
な

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

○
○
中
央
執
行
委
員
（
千
厩
）

　

時
差
出
勤

が
導
入
さ
れ

て
も
定
時
退

庁
で
き
る
訳

で
も
な
く
大
変
な
思
い
を
し
て

い
る
。
総
合
診
療
も
始
ま
り
忙

し
さ
が
倍
増
し
た
。
当
局
の
攻

撃
を
跳
ね
返
す
た
め
支
部
体
制

を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

支
部
活
動

○
○
○
○　

代
議
員
（
一
戸
）

　

新
採
用
者
に

４
月
中
旬
に
説

明
会
を
行
い
、

全
員
が
加
入

し
た
。
執
行
委
員
会
は
月
一
回

必
ず
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
高
田
）

　

支
部
執
行

委
員
会
が
開

催
さ
れ
て
い

な
い
。
本
部

か
ら
色
々
支
援
し
て
欲
し
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
宮
古
）

　

６
月
に
歓

迎
会
・
説
明

会
を
開
催
し
、

新
採
用
者
２

名
が
加
入
し
た
。
夜
勤
免
除
の

件
で
組
合
に
相
談
が
あ
り
、
交

渉
を
行
い
認
可
さ
れ
た
。
組
合

に
「
組
織
の
力
」
が
あ
る
か
ら

だ
と
思
う
。
今
後
も
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
遠
野
）

　

支
部
財
政

が
厳
し
い
。

積
立
て
を
切

り
崩
す
し
か

な
い
。
今
後
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
本
部
と
相
談
し
て
い
き
た

い
。
大
迫
支
部
が
組
み
込
ま
れ

た
が
、
現
場
の
状
況
が
把
握
で

き
な
い
。
時
差
出
勤
は
○
○
○

○
医
師
の
や
り
た
い
よ
う
に
や

ら
れ
て
い
る
。
土
曜
日
に
も

ル
ー
チ
ン
で
検
査
が
入
れ
ら
れ

て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
江
刺
）

　

昼
時
間
も
短
く
な
り
集
ま
る

の
が
大
変
。
そ
れ
で
も
月
１
回

　

県
医
労
第
65
回
定
期
大
会
は
、
６
月
19
、
20
日
の
二
日
間
、

盛
岡
市
繋
「
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
20
支
部
か

ら
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
あ
わ
せ
て
129
名
が
参
加
。
す
べ
て

の
議
案
を
採
択
し
、
今
年
度
の
活
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

第
一
号
議
案

第
一
号
議
案

第
二
号
議
案

第
二
号
議
案

労働組合の力は数！

組織力アップに全力で取り組もう
県医労第65回定期大会（6月19日～20日）

労働組合の力は数！
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は
執
行
委
員

会
を
開
い
て

い
る
。
組
合

員
か
ら
「
高

い
組
合
費
を
払
っ
て
も
何
も
し

て
く
れ
な
い
」
等
言
わ
れ
て
お

り
、
支
部
内
を
ま
と
め
る
の
も

組
織
強
化
の
取
り
組
み
を
す
る

の
も
大
変
だ
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
南
光
）

　

第
２
・
４
火
曜
日
に
執
行
委

員
会
を
開
催
し
て
い
る
。
取
り

組
む
こ
と
、
継
続
す
る
こ
と
が

大
事
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
遠
野
）

　

新
採
用
者

は
、
ま
だ
全
員

加
入
と
は
な
っ

て
い
な
い
。
早

朝
集
会
で
は
参
加
者
が
減
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
参
加
率
の
良

い
人
に
ち
ひ
ろ
カ
レ
ン
ダ
ー
を

あ
げ
て
い
る

○
○
○
○　

オ
ブ
（
一
戸
）

　

支
部
青
年
部

長
が
異
動
し
、

そ
の
部
長
ひ
と

り
に
頼
っ
て
い

た
事
を
感
じ
て
い
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
二
戸
）

　

新
採
用
者

の
半
分
以
上

が
加
入
し
た
。

今
後
も
加
入

促
進
を
し
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○　

代
議
員（
大
船
渡
）

　

昨
年
定
期

大
会
を
開
催
で

き
な
か
っ
た
。

今
年
度
は
規

約
ど
お
り
行
い
た
い
。
病
棟
で

は
、
充
分
な
人
員
配
置
が
無
く
、

長
時
間
の
超
勤
や
８
回
夜
勤
が

守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
。
増
員

を
勝
ち
取
る
た
め
に
も
支
部
活

動
を
し
て
い
き
た
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
部
）

　

花
巻
厚
生
・

北
上
統
合
に

よ
り
大
変
な

こ
と
が
多
い
。

支
部
で
は
細
か
い
部
分
で
決

ま
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る

が
、
分
会
役
員
等
が
整
っ
て
き

た
の
で
、
こ
れ
か
ら
準
備
を
す

る
。

地
域
医
療
を
守
る
活
動

○
○
○
○　

代
議
員
（
胆
沢
）

　

医
療
懇
談
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
い
地

域
住
民
と
学
習
・
意
見
交
換
を

し
て
き
た
。
市
民
か
ら
は
「
人

の
命
よ
り
競
馬
が
大
事
な
の

か
」
と
意
見
が
出
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
医
師
不
足
や
自
治

体
病
院
の
赤
字
の
原
因
は
国
の

政
策
が
大
き
な
要
因
で
あ
り
、

今
の
流
れ
を
変
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

○
○
○
○　

代
議
員（
沼
宮
内
）

　

無
床
化
に
向
け
て
４
月
か
ら

準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
。
地
域

医
療
の
中
心
に
な
っ
て
い
た
医

師
が
７
月
末
に
退
職
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
だ
け

残
し
、
新
患
は
診
な
い
と
の
こ

と
で
住
民
だ
け
で
な
く
職
員
に

も
し
わ
寄
せ
が
で
て
い
る
。
す

で
に
無
床
化
の
よ
う
な
状
態
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
磐
井
）

　

花
泉
診
療
セ
ン
タ
ー
無
床
化

反
対
の
署
名
や
地
域
医
療
を

守
る
会
へ
の

カ
ン
パ
活
動
、

地
域
医
療
懇

談
会
も
行
い

医
療
を
守
る
活
動
を
行
っ
た
。

正
規
職
員
だ
け
で
な
く
、
臨
時

職
員
も
「
地
域
医
療
を
守
り
た

い
」
と
の
思
い
で
協
力

し
て
く
れ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員

（
山
田
）

　

４
月
か
ら
内
科
医
不

在
と
な
り
地
域
住
民
だ

け
で
な
く
病
院
自
体
も

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
無
床
化
に
な
る

の
で
は
と
不
安
の
声
が

挙
が
っ
て
い
る
。
支
部

体
制
は
徐
々
に
整
っ
て

き
て
い
る
が
、
今
後
の

活
動
に
色
々
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

○
○
○
○　

代
議
員

（
一
戸
）

　

地
域

医
療
懇

談
会
で

は
、
宣

伝
カ
ー
、
新
聞
折
り
込
み
な
ど

で
住
民
に
お
知
ら
せ
し
、
退
職

者
友
の
会
の
協
力
を
得
な
が
ら

開
催
し
た
。
最
近
活
動
の
な

か
っ
た
地
域
労
連
に
も
積
極
的

に
関
わ
り
活
動
を
再
開
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
に
あ
わ



せ
て
、
住
民
に
よ
る
「
地
域
医

療
を
考
え
る
会
」
も
立
ち
あ

が
っ
た
。電

子
カ
ル
テ

○
○
○
○　

代
議
員
（
久
慈
）

　

電
子
カ
ル

テ
が
始
ま
っ

た
が
、
慣
れ

な
い
た
め
か

時
間
も
か
か
り
端
末
の
取
り
合

い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
局
は

地
域
住
民
に
、「
電
子
カ
ル
テ

導
入
に
と
も
な
い
紹
介
状
の
な

い
患
者
は
遠
慮
し
て
欲
し
い
」

と
い
う
内
容
の
チ
ラ
シ
を
作
っ

て
お
知
ら
せ
し
て
い
る
。
こ
れ

で
は
何
の
た
め
の
電
子
カ
ル
テ

か
、
誰
の
た
め
の
県
立
病
院
か

分
か
ら
な
い
。
大
変
す
ぎ
て
職

場
か
ら
笑
顔
が
消
え
た
。
こ
ん

な
電
子
カ
ル
テ
は
導
入
し
な
い

方
が
良
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
南
光
）

　

電
子
カ
ル
テ
導
入
さ
れ
て
か

ら
、
患
者
さ
ん
に
「
み
ん
な
背

を
向
け
て
い
る
。
画
面
ば
か
り

見
て
顔
も
見
な
い
」
と
言
わ
れ

た
。
昔
は
患
者
さ
ん
の
話
を
良

く
聞
く
こ
と
が
出
来
た
が
、
電

子
カ
ル
テ
導
入
後
は
全
く
聞
く

時
間
が
無
い
。
勤
務
時
間
短
縮

も
早
急
に
行
っ
て
欲
し
い
。
昼

休
み
45
分
に
な
っ
て
か
ら
何
を

す
る
に
も
余
裕
が
無
く
な
っ

た
。
職
員
同
士
で
も
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
な
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
磐
井
）

　

日
勤
が
常

時
夜
９
時
頃

ま
で
働
い
て

い
る
状
況
。

電
子
カ
ル
テ
導
入
し
て
も
楽
に

は
な
っ
て
い
な
い
。
新
人
夜
勤

研
修
は
４
月
１
回
と
な
っ
て
い

る
。
夜
勤
研
修
が
足
り
な
い
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い

る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
二
戸
）

　

電
子
カ
ル
テ
を
２
月
か
ら
試

行
し
て
い
る
が
問
題
ば
か
り
増

え
て
い
る
。
８
月
か
ら
本
格
稼

働
と
の
こ
と
だ
が
無
理
で
は
な

い
か
。
こ
れ
に
か
か
る
超
勤
は

き
ち
ん
と
請
求
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

超
過
勤
務
・
三
六
協
定

○
○
○
○　

代
議
員
（
久
慈
）

　

三
六
協
定
に
よ
り
超
過
勤
務

が
規
制
さ
れ
る
の
は
良
い
が
、

上
司
か
ら
の
締
め
付
け
が
厳
し

く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
や
は

り
大
幅
増
員
が
必
要
だ
と
思

う
。
世
間
で
は
公
務
員
攻
撃
が

激
し
く
な
っ
て
い
る
。
現
場
の

職
員
は
大
変
な
思
い
を
し
て
働

い
て
い
る
の
を
県
民
に
お
知
ら

せ
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
東
和
）

　

超
過
勤
務
は
当
局
資
料
で
昨

年
比
10
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

事
後
決
裁
が
大
半
だ
っ
た
が
、

今
後
は
更
な
る
削
減
に
向
け
て

事
前
伺
い
が
強
め
ら
れ
て
い
く

よ
う
だ
。
業
務
内
容
に
よ
っ
て

事
後
請
求
し
か
で
き
な
い
も
の

も
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
が
増

え
な
い
よ
う
当
局
と
確
認
し
て

い
く
べ
き
。夏

季
休
暇

○
○
○
○　

代
議
員
（
胆
沢
）

　

夏
季
休
暇
の
取
得
期
間
が
延

び
た
と
た
ん
に
６
月
の
年
次
を

夏
季
に
変
更
さ
せ
ら
れ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
久
慈
）

　

当
支
部
で
も
６
月
か
ら
夏
季

休
暇
が
は
い
っ
て
き
て
い
る
。

自
分
も
年
次
を
変
更
さ
れ
た

が
、
翌
月
に
年
次
を
取
る
と
約

束
さ
せ
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
二
戸
）

　

体
調
不
良
で
年
次
希
望
し
た

ら
夏
季
休
暇
に
さ
せ
ら
れ
た
。

全
員
で
は
な
い
が
人
に
よ
っ
て

殆
ど
強
制
的
に
夏
季

に
し
た
り
年
次
に
し

た
り
す
る
師
長
も
い

る
。

○
○
中
央
執
行
委
員

（
千
厩
）

　

上
司
か
ら
「
夏
季

休
暇
か
ら
優
先
し
て

取
る
よ
う
に
」
と
言

わ
れ
て
い
る
。
何
も

知
ら
な
い
若
い
ス

タ
ッ
フ
は
「
休
暇
を

い
た
だ
け
る
」
と
素

直
に
受
け
取
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
同
じ

病
院
内
で
も
職
種
の
違
い
で
温

度
差
が
あ
る
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
一
戸
）

　

早
い
時
期
か
ら
文
書
が
回
っ

て
い
た
。
６
月
実
施
が
決
定
し

た
ら
即
、
夏
季
休
暇
を
勝
手
に

入
れ
る
師
長
が
い
た
。

そ
の
他

○
○
○
○　

代
議
員
（
高
田
）

　

診
療
報
酬
の
変
更
で
施
設
基

準
の
勤
務
時
間
管
理
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。
改
善
に
向
け
日

3

新たに誕生した中部病院支部に組合旗が贈呈されました



本
医
労
連
と
共
闘
し
て
い
く
べ

き
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
胆
沢
）

　

７
対
１
看
護
導
入
に
当
た
り

病
棟
勤
務
の
補
助
者
が
外
来
に

行
き
、
看
護
師
が
病
棟
に
回
さ

れ
た
。
病
棟
と
外
来
を
掛
け
持

ち
さ
せ
ら
れ
て
い
る
人
も
見
受

け
ら
れ
る
。
大
幅
増
員
も
無
く

本
当
に
基
準
が
ク
リ
ア
で
き
る

の
か
、
職
員
の
諸
権
利
取
得
で

き
る
の
か
も
不
安
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
南
光
）

　

ス
ト
問
題
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
支
部
内
で
事
あ
る
ご

と
に
引
き
出
さ
れ
る
。
本
部
の

取
り
組
み
が
見
え
な
い
。
見
え

て
く
れ
ば
組
織
拡
大
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
大
東
）

　

組
織
拡
大
の
遅
れ
や
活
動
の

低
迷
し
て
い
る
支
部
に
本
部
か

ら
指
導
・
応
援
が
欲
し
い
。
人

事
異
動
や
院
内
保
育
所
の
取
り

組
み
の
成
果
や
総
括
が
見
え
て

こ
な
い
。
良
く
も
悪
く
も
し
っ

か
り
と
残
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
。
地
区
協
議
会

を
使
っ
て
活
動
の
位
置
付
け
を

し
て
い
っ
て
も
い
い
の
で
は
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
久
慈
）

　

地
域
で
公

務
員
の
給
料

も
減
っ
て
い

る
か
ら
民
間

も
減
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
い
た
。
私
た
ち
に
は
民
間

が
減
っ
て
い
る
か
ら
と
説
明
さ

れ
て
い
る
の
に
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
一
戸
）

　

業
務
手
当
の
削
減
に
よ
る
経

過
措
置
に
よ
り
、
同
じ
仕
事
を

し
て
い
て
も
手
当
が
付
く
人
と

付
か
な
い
人
が
い
る
。
今
は
沼

宮
内
病
院
無
床
化
が
言
わ
れ
て

い
る
が
、
次
は
ど
ん
な
こ
と
が

あ
る
の
か
何
か
確
認
し
て
い
る

か
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
央
）

　

院
内
保
育

所
の
職
員
数

は
勤
務
形
態

の
変
更
も
あ

り
一
応
増
え
た
。
給
食
等
の
経

費
を
切
り
詰
め
て
い
る
。
病
児

保
育
は
３
名
程
あ
っ
た
。
現
在

の
問
題
は
、
園
児
の
検
診
と
職

員
の
検
診
。

○
○
○
○　

オ
ブ
（
一
戸
）

　

国
民
平
和
大
行
進
に
参
加
し

て
改
め
て
平
和
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
た
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
中
央
）

　

７
対
１
看
護
が
導
入
さ
れ
て

１
年
ほ
ど
経
過
し
た
。
配
置
人

員
は
増
え
た
が
、
部
分
休
業
等

の
取
得
者
も
あ
り
職
場
は
大

変
。
楽
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

○
○
○
○　

代
議
員
（
久
慈
）

　

新
人
の
夜
勤
は
、
研
修
を
５

月
か
ら
２
日
間
実
施
し
て
か
ら

入
る
。○

総
括
答
弁
○

　

超
過
勤
務
は
き
ち
ん
と
請
求

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
局
は
現
場
の
大
変
さ
を

数
字
だ
け
で
判
断
し
て
い
る
。

　

組
合
予
算
が
組
合
員
の
若
年

化
、
組
合
員
減
少
に
よ
り
、
支

部
・
本
部
と
も
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
収
支
に
合
わ
せ
て
や
っ

て
い
く
。

　

ス
ト
問
題
に
し
て
も
公
務
員

に
対
し
て
世
間
的
に
厳
し
い
状

況
。
今
後
も
学
習
を
進
め
な
が

ら
引
き
続
き
活
動
し
て
い
く
。

　

業
務
手
当
は
数
年
前
の
改
正

と
同
様
に
、
新
し
く
赴
任
し
た

人
は
対
象
と
な
ら
な
い
。臨
時
・

パ
ー
ト
に
至
っ
て
は
経
過
措
置

す
ら
な
い
。
今
後
は
同
様
に
手

当
を
付
け
る
よ
う
要
求
し
て
い

く
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
３
年

後
黒
字
化
と
い
う
計
画
の
た
め

に
、
給
与
だ
け
で
な
く
経
営
形

態
の
見
直
し
な
ど
何
か
手
を

打
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

　

労
働
組
合
の
力
は
単
純
に

「
数
」
で
あ
り
、組
織
力
を
ア
ッ

プ
し
て
い
く
し
か
な
い
。

4

二日間議長を務めた○○○○ 代議員（久慈支部）、○○○○ 代議員（大船渡支部）



【
第
七
号
議
案
】

２
０
０
９
年
度

特
別
中
央
執
行
委
員
の
決
定

　

○
○
○
○
氏
を
、
満
場
の
拍

手
で
特
別
中
央
執
行
委
員
と
し

て
確
認
し
ま
し
た
。

【
退
任
役
員
の
紹
介
】

■
副
中
央
執
行
委
員
長

　

○
○　

○
○
（
遠
野
支
部
）

■
中
央
執
行
委
員

　

○
○　

○
○
（
二
戸
支
部
）

　

○
○　

○
○
（
東
和
支
部
）

　

○
○　

○
○
（
大
船
渡
支
部
）

　

○
○　

○
○
（
磐
井
支
部
）

■
会
計
監
査
委
員

　

○
○　

○
○
（
磐
井
支
部
）

【
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
】

■
発
行
部
数
ダ
ン
ト
ツ
で
賞

 

胆
沢
支
部

■
こ
ぶ
し
で
グ
ー
で
賞久

慈
支
部

■
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
で
賞

 

中
部
支
部

【
第
三
号
議
案
】

県
医
労
規
約
・
規
程
の
改
正

■
北
上
病
院
支
部
、
花
巻
厚
生

病
院
支
部
、
地
域
診
療
セ
ン

タ
ー
支
部
の
廃
止
と
中
部
病

院
支
部
新
設
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
・
79
票
中
賛
成

79
票
、
反
対
０
票
・
無
効
０

票
で
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
組
合
に
加
入
で
き
る
も
の
の

中
か
ら
「
地
域
診
療
セ
ン
タ

ー
事
務
長
」
を
削
除
す
る
事

に
つ
い
て

　

投
票
総
数
79
票
中
賛
成
78

票
・
反
対
１
票
・
無
効
０
票

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
組
合
に
加
入
で
き
る
も
の
の

範
囲「
県
医
労
健
生
会
で
雇

用
す
る
そ
の
他
の
職
員
及
び
」

を
削
除
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
79
票
中
賛
成
77

票
・
反
対
２
票
・
無
効
０
票

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
組
合
費
・「
県
医
労
健
生
会
で

雇
用
す
る
そ
の
他
の
職
員
及

び
」を
削
除
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

投
票
総
数
79
票
中
賛
成
77

票
・
反
対
２
票
・
無
効
０
票

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
四
号
議
案
】

永
年
組
合
員
の
表
彰

　

16
支
部
43
名
の
被
表
彰
者

を
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。
記

念
品
と
し
て
南
部
鉄
器
の
急
須

を
贈
呈
し
ま
す
。

【
第
五
号
議
案
】

２
０
０
９
年
度
財
政
方
針

　

満
場一致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
六
号
議
案
】

２
０
０
９
年
度
役
員
及
び

　
各
種
委
員
の
選
出

　

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

表
の
通
り
で
す
。

本
部
役
員
の
１
名
の
欠
員
は
10

月
の
中
央
委
員
会
に
選
挙
す
る

こ
と
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
七
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

第
五
号
議
案

第
六
号
議
案

第
三
号
議
案

第
四
号
議
案

第
七
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル

表
彰

第
五
号
議
案

第
六
号
議
案

 役　　職　　名 定数 立候補者名 信任 不信任 白票 無効
 中央執行委員長 1 佐々木　茂喜 89 1 0 0
 副中央執行委員長 2 ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
 書　　記　　長 1 ○　○　○　○ 90 0 0 0
 書　記　次　長 1 ○　○　○　○ 88 1 1 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 89 1 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
 中央執行委員 11 ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 88 0 2 0

   ○　○　○　○ 89 1 0 0
 会計監査委員 3 ○　○　○　○ 90 0 0 0
   ○　○　○　○ 90 0 0 0

２００9年度本部役員選挙結果
投票総数90票（内　有効 ９0 票、無効 ０ 票）

 選出区分 氏　　名 所属支部
 北部地区 ○○　○○ 中央
 中部地区 ○○　○○ 江刺
 三陸地区 ○○　○○ 山田
 南部地区 ○○　○○ 大船渡
 執行部 ○○　○○ 中央

 選出区分 氏　　名 所属支部
 北部地区 ○○　○○ 二戸
 中部地区 ○○　○○ 遠野
 三陸地区 ○○　○○ 釡石
 南部地区 ○○　○○ 千廐
 執行部 ○○　○○ 久慈
 執行部 ○○　○○ 東和

2009年度統制委員

2009年度犠牲者救済委員

5
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７
月
15
日
の
中
央
病
院
支
部

定
期
大
会
を
皮
切
り
に
、
９
月

４
日
ま
で
に
14
支
部
で
定
期
大

会
が
開
催
（
予
定
）
さ
れ
て
い

ま
す
。
各
支
部
の
大
会
で
は
、

先
の
定
期
大
会
で
決
定
さ
れ
た

方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の

支
部
に
お
け
る
独
自
の
課
題
や

要
求
を
盛
り
込
ん
だ
運
動
方
針

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
央
支
部
で
は
、
保
育
士
が

４
月
か
ら
業
者
委
託
に
な
っ
た

院
内
保
育
所
の
状
況
を
報
告
し
、

「
不
安
は
あ
る
が
皆
さ
ん
の
力
を

借
り
て
今
後
も
良
い
保
育
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

　
各
支
部
大
会
で
議
案
を
補
強

す
る
様
々
な
意
見
や
文
化
企
画

等
へ
の
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

県
医
労
規
約
で
は
、
大
会
終
了

後
一
ヶ
月
以
内
に
支
部
大
会
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

開
催
未
定
の
支
部
は
早
期
に
開

催
で
き
る
よ
う
準
備
を
す
す
め

ま
し
ょ
う
。

東
北
公
務
関
連
労
組
連
絡

会
は
７
月
９
日
、
降
り
し
き
る

雨
の
中
、
仙
台
市
錦
町
公
園
に

結
集
し
、
賃
金
・
労
働
条
件
の

改
善
を
求
め
、
人
事
院
東
北
事

務
局
交
渉
、
座
り
込
み
、
デ
モ

行
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し

た
。各

県
の
代
表
19
名
が
人
事

院
と
の
交
渉
に
臨
み
、
公
務
員

賃
金
の
社
会
的
影
響
力
を
ふ

ま
え
て
、「
民
間
準
拠
」
に
と

ど
ま
ら
な
い
賃
金
改
善
を
求

め
ま
し
た
が
、「
上
院
へ
報
告

し
ま
す
」
と
の
一
辺
倒
の
回
答

に
終
始
し
、
参
加
者
か
ら
は

「
人
事
院
は
本
来
の
代
償
機
関

と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
！

以
前
よ
り
も
過
酷
な
職
場
状

況
に
も
っ
と
目
を
向
け
ろ
！
」

と
人
事
院
に
対
す
る
怒
り
の

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
屋
内
に
会
場

を
移
し
、「
７
・
９
東
北
夏
闘

決
起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
岩
手
か
ら
は
自
治
労
連
、

県
国
公
な
ど
約
20
名
が
参
加

し
、
各
産
別
か
ら
の
報
告
や
民

間
労
組
か
ら
の
激
励
を
受
け
、

最
後
は
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

「
マ
イ
ナ
ス
人
勧
」
阻
止
に
む

け
て
気
持
ち
を
一
つ
に
し
ま

し
た
。

公
民
団
結
し
て
が
ん
ば
ろ
う
！

支部定期大会ぞくぞく開催支部定期大会ぞくぞく開催

7月16日　高田支部定期大会（院内会議室）

7月15日　中央支部定期大会（院内大ホール）

０９年度　支部定期大会開催状況
７月１５日　 中 央 支 部
　　１６日　 一 戸 支 部
　　　　　　 高 田 支 部
　　　　　　 釡 石 支 部
　　　　　　 山 田 支 部
　　１７日　 胆 沢 支 部
　　２２日　 二 戸 支 部
　　２３日　 久 慈 支 部
　　２７日　 沼 宮 内 支 部
　　３０日　 江 刺 支 部
８月　４日　 大 船 渡 支 部
　　　５日　 遠 野 支 部
　　　　　　 南 光 支 部
９月　４日　 宮 古 支 部

（７月２９日現在、開催予定含む）

許
す
な
マ
イ
ナ
ス
人
勧
！

職
員
の
努
力
に
応
え
る
勧
告
を
！

７
・
９
夏
季
東
北
総
行
動
に
述
べ
７
５
０
人
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１
日
目
は
、「
鬼
柳
鬼
剣
舞

め
組
」
の
勇
壮
な
踊
り
で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
が
飾
ら
れ
ま
し
た
。

分
科
会
は
看
護
・
介
護
・
精
神
・

保
育
・
給
食
・
検
査
・
施
設

の
７
つ
に
別
れ
て
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
熱
心
に
討
論
し
、

充
実
し
た
分
科
会
と
な
り
ま

し
た
。
基
礎
講
座
は
、「
冷
え

「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
医
療
は
誰
の
も
の
」
を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
た
第
35
回
岩
手
県
医
療
研
究
集
会
は
７
月
18
，
19

日
花
巻
温
泉
・
ホ
テ
ル
千
秋
閣
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
医

労
か
ら
は
14
支
部
・
本
部
58
名
、
全
体
で
は
２
日
間
で
２

５
８
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会
は
分
科
会
、
全
体

会
と
も
、
大
勢
の
参
加
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。

　

年
越
し
派
遣
村
の
村
長
を

務
め
た
湯
浅
誠
さ
ん
は
「
派

遣
村
か
ら
見
た
日
本
社
会
」

と
題
し
た
記
念
講
演
で
、
日

本
の
貧
困
問
題
を
椅
子
取
り

ゲ
ー
ム
に
見
立
て
、
個
人
責

任
で
は
な
く
、
構
造
的
な
問

題
が
あ
る
と
し
、
労
働
組
合

活
動
の
中
の
一
つ
に
位
置
づ

け
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と

訴
え
ま
し
た
。　

精神分科会で発表した
南光支部の○○○○さん

保育分科会の手作りおやつ　おいしそう♡

「貧困は個人責任じゃない！！」と訴える
湯浅誠さん

行列ができた、湯浅さんの本のサインセール

　６月19日～21日、愛媛県松山市
で第36回医療研究全国集会が開催
され、1050名が参加しました。県医
労からは４支部５名が参加しました。
　1日目は記念講演、基調報告。２
日目は20の分科会、最終日３日目は
「医師不足と地域医療を考える」を
テーマに公開シンポジウムが行われま
した。
　設備・環境の分科会参加者から
は、「岩手の日赤が全国的に一歩進
んだ発表だった。とても刺激になっ
た」と感想がよせられました。
　全国の仲間との学習・交流。
　来年はまだ参加していないあなた
の出番です。

と
り
健
康
法
と

は
？
」「
知
っ
て

ト
ク
す
る
医
療
保

障
制
度
」
と
題
し

て
講
演
。
一
般
参

加
者
の
参
加
も
あ

り
好
評
で
し
た
。

　

２
日
目
は
、
記

念
講
演
が
二
つ
と

盛
だ
く
さ
ん
で
し

た
が
、そ
れ
ぞ
れ
、

興
味
深
い
内
容
に

医療・介護
平和を守ろう
医療・介護
平和を守ろう

興味津々の「冷えとり健康法」

第
35
回
岩
手
県
医
療
研
究
集
会

人
権
と
生
命
の

　尊
厳
を
守
る
た
め
に

人
権
と
生
命
の

　尊
厳
を
守
る
た
め
に
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「
す
っ
ご
く
忙
し
か
っ
た
」

「
そ
う
い
え
ば
、
水
も
飲
め
な

か
っ
た
」「
家
に
帰
る
と
ニ
ュ

ー
ス
23
」。
短
く
な
っ
た
お
昼

時
間
に
、ガ
ヤ
ガ
ヤ
と
た
め
息
、

愚
痴
、
怒
り
が
聞
こ
え
て
き
ま

す
。こ
ん
な
に
大
変
な
こ
と
を
、

当
然
、
病
院
当
局
（
院
長
、
事

務
局
長
、
総
師
長
等
）
も
、
医

療
局
（
医
療
局
長
、
次
長
、
職

員
課
長
等
）
も
「
知
っ
て
い
る

は
ず
だ
、
知
ら
な
い
は
ず
が
な

い
」、
と
思
い
こ
ん
で
い
ま
せ

ん
か
。

管
理
者
の
手
元
に
あ
り
、
共

通
の
「
言
葉
」
に
な
る
の
は
、

数
字
で
す
。
患
者
数
、
診
療
報

酬
の
点
数
、
重
症
度
、
看
護
職

員
等
の
数
な
ど
の
数
字
で
す
。

そ
し
て
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
が
、
忙
し
さ
の
バ
ロ
メ
ー
タ

ー
＝
超
過
勤
務
時
間
数
で
す
。

私
た
ち
の
、「
忙
し
い
」「
大
変

だ
」
を
数
字
に
残
し
、
病
院
に

も
医
療
局
に
も
伝
え
る
た
め
に

は
、
１
分
単
位
で
超
過
勤
務
を

記
録
し
、
請
求
す
る
こ
と
＝
数

字
で
残
す
こ
と
が
大
事
で
す
。

日
本
看
護
協
会
が
超
過
勤
務

実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
を
す
る
こ
と

の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
「
看
護

師
過
労
死
事
件
」の
裁
判
で
は
、

超
過
勤
務
記
録
に
書
か
れ
て
い

な
い
本
当
の
超
過
勤
務
時
間
の

確
定
に
、
多
く
の
時
間
が
費
や

さ
れ
ま
し
た
。
何
が
労
働
時
間

か
（
囲
み
上
）、
何
時
ま
で
仕

事
を
し
た
か
（
囲
み
下
）。
メ

ー
ル
な
ど
が
証
拠
と
し
て
提
出

さ
れ
、
裁
判
所
が
１
つ
ひ
と
つ

確
定
し
て
、
過
労
死
が
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

自
分
の
た
め
に
、
患
者
の
安

全
、サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に
、

家
族
の
た
め
に
、
そ
し
て
増
員

の
た
め
に
、
こ
れ
を
読
ん
だ
そ

の
と
き
か
ら
、
超
過
勤
務
を
き

っ
ち
り
記
録
し
、
請
求
し
ま
し

ょ
う
。
不
当
な
い
や
が
ら
せ
が

あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
労
働
組
合

（
病
院
支
部
の
役
員
）
に
相
談

し
て
下
さ
い
。
組
合
本
部
直
行

kiroku@
iw
ate-ken-irou.org

も
利
用
で
き
ま
す
。

（3）自主的活動の勤務時間性
　また、高裁判決は優子さんが看護業務以外に自
宅でも行っていた看護研修、プリセプター業務、
病院内でのチーム会、消耗品係、教育委員会、ク
リティカルパス勉強会、研修会等の担当や参加も
全て公務の範囲内としている。これら「自主的活動」
の公務性を広く認めた判断も重要である。

ハ　平成13年1月30日
　当日の勤務は日勤であるが、甲24の2によれば、
亡優子は、同日午後9時18分に「やっぱ、疲れ
たよー」との、同午後9時20分に「9時前くらい
に帰ってきたよー」との電子メールを携帯電話から
送信したことが認められる。これによれば、当日
の勤務は通常の勤務に比べて多忙であったこと、
当日の帰宅時間が午後9時前であったことが窺わ
れ、亡優子が帰宅途中に他所に立ち寄ったとは認
め難い。これからすると、亡優子の帰宅時間は午
後8時50分であり、勤務終業時刻は午後8時35
分と認めるのが相当である。これによれば、当日
の亡優子の時間外労働時間は4時間5分となる。

自主的活動も労働時間（弁護団まとめから）

村上裁判・大阪高裁判決（一部）

不規則勤務で（日勤、準夜、深夜、早出、遅出）
過労死予備群２３人に１人

不規則勤務で（日勤、準夜、深夜、早出、遅出）
過労死予備群２３人に１人
6ヶ月平均53時間で過労死認定6ヶ月平均53時間で過労死認定
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「
権
利
は
ボ
タ
モ
チ
の
よ

う
に
降
っ
て
く
る
も
の
で
は

な
い
。
闘
っ
て
こ
そ
得
ら
れ

る
も
の
だ
。
こ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
組
合

の
団
結
が
大
切

な
ん
だ
」
と
、
熱

弁
を
ふ
る
っ
た

講
師
の
千
葉
喜

久
也
さ
ん
（
東
北

福
祉
大
学
准
教

授
）。
活
字
に
す

る
と
、
と
て
も
堅

苦
し
い
内
容
で

す
が
、
グ
イ
グ
イ

話
し
に
引
き
込

ま
れ
、
時
間
が
経

つ
の
も
忘
れ
て

聞
き
入
り
ま
し

た
。先

生
は
、
老
人

が
施
設
で
、
た
だ

生
か
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は

な
く
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳

を
ど
う
守
る
か
に
取
り
組

み
、
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
セ

ラ
ピ
ー
（
今
ま
で
あ
き
ら
め

て
い
た
こ
と
を
や
る
こ
と
）

を
実
践
。
セ
ラ
ピ
ー
に
よ
っ

て
老
人
は
自
分
に
自
信
を
持

ち
、
表
情
も
生
き

生
き
と
輝
い
て

き
ま
す
。
先
生
は

「
人
間
が
最
後
ま

で
人
間
と
し
て

生
き
て
い
く
た

め
に
も
、
い
の
ち

や
人
権
が
軽
ん

じ
ら
れ
る
社
会
、

子
育
て
が
ハ
ン

デ
ィ
に
な
る
社

会
は
ま
ち
が
っ

て
い
る
。
こ
ん
な

不
安
な
社
会
だ

か
ら
こ
そ
、
組
合

活
動
が
必
要
だ
」

と
話
さ
れ
ま
し

た
。

秋
田
県
出
身
の
千
葉
先

生
。
ち
ょ
っ
と
、
な
ま
り
の

あ
る
口
調
で
、
笑
わ
さ
れ
、

泣
か
さ
れ
た
講
演
で
し
た
。

女性部

「人生のダイバージョン
 生きることは
  耐えることではない」

「人生のダイバージョン
 生きることは
  耐えることではない」

女性部第52回定期大会女性部第52回定期大会 7/10～11

仕事と子育てが両立できる職場に
大変な時こそ組合活動を
仕事と子育てが両立できる職場に
大変な時こそ組合活動を

講師　千葉喜久也さん
（東北福祉大学准教授）

　

こ
の
春
か
ら
県
立
病
院
は
、

５
地
域
診
療
セ
ン
タ
ー
の
無
床

化
や
、
花
巻
厚
生
と
北
上
病
院

の
統
合
な
ど
、
大
き
く
様
変
わ

り
し
て
い
ま
す
。
討
論
で
は
、

人
員
不
足
か
ら
く
る
時
差
出
勤

や
９
日
夜
勤
の
発
生
、
７
対
１

看
護
、
電
子
カ
ル
テ
、
査
定
昇

給
の
実
態
な
ど
、
深
刻
な
職
場

の
状
況
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

○
時
差
勤
務

千
厩
＝
導
入
し
て
も
超
勤
は
変

わ
ら
ず
、
育
児
時
間
も
と
れ
な

い
。
導
入
し
て
い
た
部
署
も
人

が
足
り
ず
に
や
め
た
。

二
戸
＝
準
夜
を
３
人
に
す
る
た

　

女
性
部
第
52
回
定
期
大
会

は
ホ
テ
ル
志
戸
平
で
開
催
さ

れ
、
18
支
部
・
本
部
94
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
○
○

女
性
部
長
が
、
50
周
年
記
念

誌
の
発
行
を
報
告
。
大
会
で

は
、
各
職
場
の
状
況
や
支
部
の
活
動
な
ど
、
活
発
な
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年
度
役
員
で
は
、
新
副
女
性
部
長
に

沼
宮
内
支
部
の
○
○
○
○
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

め
に
時
差
を
導
入
し
た
が
っ
て

い
る
。

中
部
＝
一
部
で
５
時
間
の
時
差

勤
務
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
超

勤
を
減
ら
す
た
め
と
思
う
が
、

実
態
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

女性部活動を報告
胆沢支部 ○○代議員

時差勤務について
千厩支部 ○○代議員

記念誌を紹介する
○○女性部長
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女性部

2009年度本部女性部役員
女 性 部 長　○　○　○　○（専　従）

副女性部長　○　○　○　○（沼宮内）

書　記　長　○　○　○　○（大船渡）

委　　　員　○　○　○　○（沼宮内）

　　　　　　○　○　○　○（久　慈）

　　　　　　○　○　○　○（中　央）

　　　　　　○　○　○　○（江　刺）

　　　　　　○　○　○　○（千　厩）

　　　　　　○　○　○　○（宮　古）

　　　　　　○　○　○　○（南　光）

　　　　　　○　○　○　○（二　戸）

　今年は６支部が応募。発行数も多く、
支部女性部の活動が良く伝わる二戸支部
の「ねぇ　ちょっと」がトーマス賞を受
賞しました。その他、受賞した支部は下
記のとおりです。

トーマス賞 二戸支部「ねぇ  ちょっと」
ダイヤモンド賞 胆沢支部「いさわ」
サンゴ賞 宮古支部「かっぽうぎ」
パール賞 中央支部「ひろば」
サファイア賞 南光支部「私たちの活動」
ルビー賞 久慈支部「茜」　

機関紙コンクール

トーマス賞は二戸支部の手に

○
９
日
夜
勤

大
船
渡
＝
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
が
で
き
ず
退
職
し
た
人
が
い

る
。
１
人
欠
員
に
な
っ
た
だ

け
で
９
日
夜
勤
が
複
数
で
る
。

も
っ
と
余
裕
を
持
っ
た
人
員
配

置
を
し
て
ほ
し
い
。

○
保
育
所

中
央
＝
４
月
か
ら
24
時
間
保
育

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
交
代
制
勤

務
な
の
で
、
日
中
手
薄
に
な
り

不
安
。
子
ど
も
を
安
全
に
遊
ば

せ
る
こ
と
が
で
き
、
親
も
安
心

し
て
預
け
る
こ
と
が
で
き
る
保

育
所
を
め
ざ
し
て
い
る
。

○
女
性
部
の
活
動

二
戸
＝
夕
食
会
を
開
き
交
流
。

時差勤務について
中部支部 ○○代議員

9日夜勤について
大船渡支部 ○○代議員

㊤南光支部のみなさんの踊りに手拍子が
㊦子どもを巻きこんで交流した千葉喜久也先生

若
い
組
合
員
の
参
加
を
考
え
て

ネ
イ
ル
講
座
を
開
催
。

胆
沢
＝
和
・
洋
・
中
、
ラ
ン
チ
・

デ
ザ
ー
ト
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
食

事
会
を
３
回
開
催
。
予
想
を
上

回
る
参
加
で
喜
び
の
声
が
多
数

あ
っ
た
。
正
月
用
の
お
花
の
ア

レ
ン
ジ
も
好
評
。

　
交
流
会
も
大
盛
況

　

講
師
の
千
葉
喜
久
也
さ
ん
も

夕
食
交
流
会
に
参
加
。
子
ど
も

も
交
え
て
楽
し
み
ま
し
た
。
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青年部
　
５
月
23
日
〜
24
日
に
開
催

さ
れ
た
「
中
央
交
流
会
ｉ
ｎ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
」
の

感
想
が
各
支
部
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
転
勤
し
て
き
て
す
ぐ
だ
っ

た
の
で
、
時
期
的
に
も

良
か
っ
た
で
す
。
前
の

病
院
の
人
と
再
会
で
き

て
、ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

部
屋
や
新
幹
線
の
座
席

が
離
れ
て
い
る
の
は
残

念
で
し
た
が
、
他
病
院

の
人
と
交
流
を
持
つ
こ

と
が
出
来
て
良
か
っ
た

で
す
。
次
は
北
海
道
か

沖
縄
を
希
望
し
ま
す
。

い
い
思
い
出
に
な
り
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま

し
た
。

　
２
日
間
、
す
ご
く
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ラ
ン
ド
」
で
は
暑
さ
と
人

混
み
で
移
動
す
る
の
が
大
変

で
し
た
が
、
写
真
を
撮
っ
た

り
み
ん
な
で
お
そ
ろ
い
の
も

の
を
買
っ
た
り
し
て
、
ス
ト

レ
ス
を
忘
れ
る
位
楽
し
か
っ

た
で
す
。「
ラ
ン
ド
」も「
シ
ー
」

も
一
つ
一
つ
の
建
物
が
す
ご

く
凝
っ
て
い
て
、
周
り
の
景

色
を
見
る
の
も
良
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
病
院
の
同
僚
と

今
ま
で
以
上
に
仲
良
く
な
れ

た
気
が
し
ま
し
た
。
ま
た
機

会
が
あ
っ
た
ら
、
是
非
参
加

し
た
い
で
す
。

　
１
泊
２
日
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
を
満
喫
し
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

同
じ
支
部
で
も
、
一
緒
に
旅

行
と
い
う
機
会
は
少
な
い
た

め
、
職
場
を
離
れ
解
放
さ
れ

た
中
で
交
流
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
、
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

ニ
ュ
ー
ス
で
騒
が
れ
る
中
、

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
予

防
を
し
っ
か
り
し
、
無
事
帰

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
次

回
も
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

れ
ば
、
声
を
掛
け
合
い
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　

　　
日
々
の
忙
し
い
勤
務
か
ら

離
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

た
の
は
、
企
画
側
に
と
っ
て

も
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
皆

さ
ん
か
ら
頂
い
た
感
想
を
元

に
、
今
後
の
中
央
交
流
会
を

よ
り
良
い
企
画
に
出
来
る
よ

う
、
本
部
青
年
部
は
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
。

次
は
北
海
道
か

　
沖
縄
に
行
き
た
い

遠
野
支
部

　
　Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

ス
ト
レ
ス
も

　
吹
っ
飛
び
ま
し
た

宮
古
支
部

　
　Ｒ
・
Ｓ
さ
ん

職
場
を
離
れ
て

　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

南
光
支
部

　
　Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

○と　き
　8月22日（土）～24日（月）
○ところ
　山梨県笛吹市石和温泉と周辺
○参加費
　本部負担
○旅費・日当
　支部で御検討下さい。

山梨っ
ちゃえ

ばいい
じゃん

け！

　今年
の夏は

アクト
へGO!

山梨っ
ちゃえ

ばいい
じゃん

け！

　今年
の夏は

アクト
へGO!

アクトインサマー
in山梨

中
央
交
流
会
in
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

中
央
交
流
会
in
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト

夢
の
思
ひ
出

夢
の
思
ひ
出
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最
近
言
葉
が
増
え
て
き
た
息

子
。
得
意
な
フ
レ
ー
ズ
は
「
や

だ
」
で
す
。
苦
手
な
フ
レ
ー
ズ

は「
ご
め
ん
な
さ
い
」。う
〜
ん
、

ど
っ
ち
に
似
た
の
か
。

磐
井
支
部
　
離
島
の
住
人

　　
最
近
、
仕
事
に
行
く
と
す
ご

く
疲
れ
て
、
笑
顔
が
少
な
く
な

っ
た
気
が
し
ま
す
。
患
者
さ
ん

に
「
忙
し
そ
う
だ
ね
」
な
ん
て

言
わ
れ
る
よ
う
じ
ゃ
、
ま
だ
ま

だ
で
す
ね
。

　
大
東
支
部
　
ヘ
ト
ヘ
ト

　
　

  

最
近
「
30
分
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
」

に
み
ん
な
興
味
が
あ
る
ら
し
い

…

。
結
構
引
き
締
ま
る
と
の
こ

と
！
行
っ
て
み
よ
う
か
な…

。

中
央
支
部
　
モ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
で
夢
を
！

と
思
っ
て
た
け
ど
、
あ
の
ボ
ー

ナ
ス
と
こ
の
給
料
で
は
買
う
枚

数
も
考
え
な
き
ゃ
ぁ
ー
ね
。
あ

あ
ー
こ
ん
な
世
の
中
に
誰
が
し

た
の
。
や
め
れ
ば
い
い
っ
て
話

し
じ
ゃ
な
い
！

胆
沢
支
部
　
匿
名
希
望

　
夏
は
暑
い
で
す
ね
ぇ
〜
。
で

も
沿
岸
部
は
内
陸
に
比
べ
て
、

は
る
か
に
過
ご
し
や
す
い
で
す

け
ど
ね
。

　
高
田
支
部
　
遼

　
犬
を
飼
い
ま
し
た
。
暑
さ
に

強
い
私
は
今
ま
で
ク
ー
ラ
ー
を

必
要
と
し
て
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
回
犬
の
た
め
に
ク
ー
ラ

ー
を
買
い
ま
し
た
。

中
央
支
部
　
ク
ッ
キ
ー
マ
マ

　
鉢
植
え
の
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス

が
次
々
と
咲
い
て
い
ま
す
。
な

の
で
、
花
が
ら
つ
み
も
毎
日
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

大
船
渡
支
部
　
は
な
ち
ゃ
ん

６
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
22
名
の
応

募
が
あ
り
、
21
名
の
方
が
正

解
で
し
た
。厳
正
な
る
抽
選

の
結
果
、
次
の
10
名
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー

ド
を
贈
り
ま
す
。

６
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

匿
名
希
望
（
中
央
支
部
）、

Ｄ
Ｓ
子
（
中
部
支
部
）、
セ
ン

ト
ア
キ
（
胆
沢
支
部
）、
匿
名

希
望
、
こ
ん
た（
以
上
、
江
刺

支
部
）、
チ
ャ
ピ
ー
マ
マ
（
磐

井
支
部
）、
ド
ス
コ
イ
王
子

（
千
厩
支
部
）、
は
な
ち
ゃ
ん
、

匿
名
希
望
、
ド
ス
コ
イ
王
子

の
妻（
以
上
、大
船
渡
支
部
）

総
選
挙
目
前
。

否
応
な
し
に
、総

選
挙（
衆
議
院
議

員
選
挙
）の
結
果

が
、私
た
ち
の
生

活
・
人
生
を
左
右

し
ま
す
。と
こ
ろ

が
、政
治
な
ん
て

関
係
な
い
や
、政
治
は
好
き
な
人

が
や
れ
ば
良
い
、と
考
え
る
人
も

少
な
く
な
い
現
実
が
、低
い
投
票

率
に
も
表
れ
て
い
ま
す
▼
医
療

機
関
に
か
か
っ
た
と
き
、窓
口

で
払
う
三
割
の
自
己
負
担
。北

欧
諸
国
は
も
ち
ろ
ん
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
は
、窓
口
負
担
ゼ

ロ
。日
本
が
突
出
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
。七
五

才
と
い
う
年
齢
を
区
切
っ
て
医

療
を
差
別
す
る
と
ん
で
も
な
い

制
度
も
日
本
だ
け
。高
齢
に
な

れ
ば
な
る
ほ
ど
病
気
も
多
く
な

り
ま
す
。収
入
も
年
金
だ
け
と
い

う
人
も
多
い
の
で
す
。高
過
ぎ

る
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
か

ら
と
健
康
保
険
証
を
取
り
上
げ

る
、こ
ん
な
国
も
日
本
だ
け
で

す
。身
近
で
大
切
な
こ
と
な
の
に

以
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

も
多
い
よ
う
で
す
▼
先
日
、県
医

労
女
性
部
の
定
期
大
会
で
次
の

よ
う
な
話
を
聞
い
て
き
ま
し
た
。

そ
の
昔
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
間

に
も
、認
知
症
の
よ
う
な
症
状
は

あ
っ
た
そ
う
で
す
。子
ど
も
た
ち

に
、そ
の
こ
と
を
ど
う
教
え
て
い

た
か
。「
お
ば
あ
さ
ん
は
、神
の
国

に
行
っ
て
い
る
ん
だ
よ
。お
ば
あ

さ
ん
の
話
し
て
い
る
こ
と
は
神

の
国
の
言
葉
。だ
か
ら
わ
か
ら
な

い
ん
だ
よ
。お
ば
あ
さ
ん
を
大
切

に
し
な
い
と
い
け
な
い
よ
」と
▼

高
齢
者
医
療
一
つ
と
っ
て
も
、

先
進
諸
国
と
比
べ
異
常
な
制
度

を
持
つ
日
本
。こ
れ
も
言
っ
て

見
れ
ば
、私
た
ち
が
選
ん
だ
国

会
議
員
が
法
律
で
決
め
て
き
た

こ
と
。関
係
な
い
と
棄
権
し
た

り
、マ
ス
コ
ミ
に
煽
ら
れ
一
時

的
な
ム
ー
ド
で
選
ん
だ
ツ
ケ
と

言
っ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。政
治

は
私
た
ち
国
民
の
幸
せ
の
た
め

に
あ
る
は
ず
。こ
の
夏
は
、是
非
、

政
治
の
風
を
吹
か
せ
ま
し
ょ
う
。

六
月
号
パ
ズ
ル

六
月
号
パ
ズ
ル



女性部企画

日時　9月12日（土）
場所　登米・みやぎの明治村

定員　30名

費用　旅費等は各自負担または支部負担
　　　参加費（昼食・盛岡発着バス代含む）
　　　組合費…無料
　　　　家族（中学生以上）3,500円
　　　　家族（小学生以下）2,000円

申込締切は、9月4日（金）まで

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
８

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

○
公
約
に
　
消
費
税
が
　
つ
い
て
い
る

 

（
有
権
者
）

○
ご
先
祖
が
　
彼
岸
過
ぎ
て
も
　
帰
れ
な
い

 

（
帰
省
で
き
な
い
人
）

○
名
は
鳩
で
　
中
身
は
鷹
の
　
民
主
か
な

 

（
名
ば
か
り
）

○
差
益
出
す
　
か
つ
て
は
薬
価
　
今
看
護

 

（
商
売
人
）

○
当
た
り
前
？
　
現
場
の
混
乱
に
　
知
ら
ん
顔

 

（
医
療
局
）

8月の予定
7日（金）～9日（日）
 原水爆禁止世界大会（長崎）

22日（土） 支部長会議（県民会館）

22日（土）～24日（月）
 全国アクトinサマー（山梨）

29日（土）～30日（日）
 岩手医労連定期大会（ホテル大観）

2日（水）～3日（木）
 日本医労連看護要求実現全国交流
 集会（熱海）

5日（土） いわて労連定期大会（国保会館）

8日（火） 看護部会（県民会館）

10日（木）～11日（金）
 医労連共済全国交流集会（東京都内）

12日（土） 女性部バスハイク
 保育部会（県民会館）

16日（水） 給食問題研究会（アイーナ）
 給食対策委員会（アイーナ）

18日（金） 支部長会議（県民会館）

25日（金） 書記研修会（県民会館）

9月の予定
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